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　　　　看護師によるリハビリとは　　    　　　
新年　明けましておめでとうございます。旧年中も格別のご贔屓にあずかり、お世話になりまして誠にありがとうござ
いました。
本年も地域で暮らすお一人おひとりの療養生活を支えられますように、地域連携とおもてなしの心に磨きをかけて参
ります。本年も宜しくお願い申し上げます。　
　　
コロナウィルスとインフルエンザウィルス感染は爆発的な猛威を振るっております。普段の生活で誰でもが感染してし
まう状況です。寒い時期ですが、2時間に1回5分程度の換気とうがい・手洗いの励行、マスク着用、まめな水分補給、そ
れと、充分な睡眠と休養で免疫力アップを心がけましょう。今回は、『訪問看護師によるリハビリの効果』というテーマ
です。病院で加療し退院された直後はADL（日常生活動作）の急激な低下が起こります。ご本人も心身ともに以前の自
分とは異なり悩む事が多いと思います。在宅でそれをどこまでリハビリテーションできるか、ご本人を中心にご家族も
含め支援した事例です。
ホームページも毎月更新しております。『ネットワーク訪問ナースステーション』で検索すると、一番上に出てきますの

で、是非覗きにきてくださると嬉しいです👀

「PTさん大募集中です」お問い合わせください。一緒に働きませんか？

Facebook

K様。84歳女性。現病歴：慢性心不全・腎不全、心臓弁膜症、自己免疫性肝炎、高血圧症、尿路感染症、誤

嚥性肺炎、脊柱管狭窄症。既往歴：左膝関節術後。酸素療法中。要介護４。独居。訪問医療、訪問介護利用。

自宅で意識不明で倒れていた処に訪問客があり、救急搬送され入院。心不全で約３日間意識消失していた

ようで、約１ヶ月加療入院。寝たきり状態で、食事は食思不良と誤嚥予防が必要で褥瘡形成あった。自宅退

院後は、長女様が介護休暇を取って介護する。ご本人は介護ベッドからの起き上がりや立ち上がりが困難

で、おむつ着用。歩行は歩行器利用でもふらつき、労作時息切れ出現して酸素１，５リットル送気で酸素療法

中。「やる気が出なく、寝てばかりで歩けなくなったらどうしようと思う」と訴えていた。入院中は入浴できな

かったと、入浴を希望されるが、筋力低下著明で足に力が入らず、転倒を繰り返し不安が大きかった。現病

歴と既往歴が多種あり、アセスメントをしリハビリトレーニングメニューを作成した。安静状態での入院で廃用

症候群が著明で、まずは筋力アップ、太腿（大腿四頭筋）やふくらはぎ（下腿二頭筋）を鍛える為に、つま先

上げ・踵上げや、膝の上でボールを挟みつぶしながら10秒キープ・座位と立位を交互に繰り返す等のリハビ

リを週２回訪問で実施した結果、１週間後につかまりなしで、独歩に変わり、入浴時浴槽をまたぐ動作もス

ムーズになってきた。訪問開始当初はHOTを２４時間使用していたが、腹式呼吸法を練習したことによって、

酸素飽和度が低下することなく経過し、訪問診療の主治医に報告しHOTを終了することができた。転倒時自

分で起き上がれるように、筋トレ、足趾先を動かす訓練を行った結果、横になった姿勢から立ち上がれるよう

なってきた。心疾患があり、入浴は観察と急変時の対応が必須なため、看護師が状態観察をしながら実施し

ていった。ご家族やご本人にセルフケアの大切さも指導し、セルフケアも出来ていた。退院時から看護師に

よるリハビリは重篤患者に効果が期待できる。今後も安心安全安楽に住み慣れた自宅での生活を楽しんで

送れるように支援していきたい。看護師によるリハビリが必要かどうか、ケアマネージャーさんから相談して

頂き、必要としている方にサービスが届くことを願います。（鳩山）

松原・代田・代沢・豪徳寺・梅ヶ丘・宮坂・経堂・赤堤

永福・和泉・浜田山・下高井戸

その他の地域もぜひご相談ください！

神経難病、認知症、精神疾患、がんターミナル、看護師によるリハビリ

等を特に得意としております。悩んでいるご利用者に医療相談や訪問看

護お試しサービスを無料で行っております。お気軽にお問い合わせくだ

〒156-0043

世田谷区松原２-４１-１５エテルノ明大前２０３

ネットワーク訪問ナースステーション
TEL:03-6762-2272

FAX:03-6767-3703

03-6379-0684

ターミナルケア・お看取りも
対応いたします

24時間対応


